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本分析では、85 の個別指標の 1 つである、「特許発明者数」に注目し分析を行った。ここで「特許発明者数」と
は、特許庁が発行する整理標準化データをもとに、特許に記載された発明者・考案者を抽出し、各研究領域・各都
道府県別に整理したデータである。
分析方法は「特許発明者数」について、全国における各都道府県の割合を 8 分野別 (図表 2 左) 及び 1 つの











(2) 上位 20 都道府県の推移この分析により得られた一定期間中 (1990 - 2003 年度) の主成分得点の推移及び伸
び率を図表 4 に示す。
主成分得点及び伸び率では東京都が突出しており、次いで大都市圏が上位を占めている。また、主成分得点で
はトップ 20 以下ではあるが、伸び率において岩手、徳島、香川、熊本はトップ 20 に入っており、精力的な活動を
している自治体として注目できる。
(3) 各都道府県の「強み」
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質問票発送数は、338 通、回答数 128 通、回収率は 37.9% であった。
(2) 回答者の特性
 NIH における身分
ポスドクが 83 名、テニュア制の適用を受けている研究者 (Principal investigator) が 12 名 (うち 10 名が既にテ
ニュアを取得済み)、テニュア制非適用の研究者 (Staff scientist 等) が 24 名などとなっている。
 年齢および学位分野
39 歳以下が 71.8% (92 名)、40 歳以上が 24.2% (31 名) 、不明 3.9% (5 名)。
学位分野では、医学が過半数を占め (54.7%)、続いて理学 (18.0%)、薬学 (7.0%) 等となった。
(3) 回答結果
 日本国外活動期間と NIH 在籍期間
ポスドクでは、日本国外活動期間と NIH 活動期間が一致する者が大半で、滞在期間は平均して 2 年 7 ヶ月で
あり、5 年を超える者はわずかであった。それ以外の研究者では、逆に 5 年を超える者が多くを占め、海外の別の
機関から移動してきた者もいた。
 前職
NIH のポスドクである者のうち、約 30% が既に大学や公的研究機関の研究職に在籍経験があり、ポスドク経験



































・7/15 所 長    永 野  博  辞職 (科学技術振興機構)
〃    小中 元秀 採用 (理化学研究所) (表紙写真)
・7/22 企画課長   岡村 直子 出向 (科学技術・学術政策局計画官付企画官)
〃    犬塚 隆志 転任 (内閣府参事官補佐)
○ 主要訪問者一覧
・7/14 Dr. Dirk Pilat：経済協力開発機構科学技術産業局経済分析・統計課課長代行
○ 国際研究協力 (覚書の締結)
6 月 28 日に、中国科学院科技政策与管理科学研究所の Rongping Mu 所長を訪問し、研究
協力に関する覚書 (MOU) を締結した。
○ 第 18 回地域クラスターセミナー
・7/25 田口 康: 文部科学省科学技術・学術政策局地域科学技術振興室長
「知的クラスター創成事業の進捗状況と今後の課題」
○ 講演会・セミナー
・7/21 ワークショップ「学際的研究をどう進めていくか - 生活支援ロボティクスをめぐるヒト
とロボティクスの関係 -」
於: 六本木アカデミーヒルズ カンファレンスルーム (港区六本木)
・7/22 亀岡 秋男: 北陸先端科学技術大学院大学理事・副学長、知識科学研究科教授
「アセアン (ASEAN) 10 カ国による、テクノロジー・フォーサイト共同プロジェクトの
実践報告」




























月 30 日、顧問及び OB 等による研究交流会を所内で開催した。顧問の井村 (独) 科学技術振
興機構顧問、末松国立情報学研究所顧問、中原住友電気工業  顧問、吉村政策研究大学院
大学長、歴代所長の村上日本原子力研究所顧問、佐藤 (独) 科学技術振興機構国際室審議
役、青江宇宙開発委員会委員、間宮 (独) 宇宙航空研究開発機構副理事長、今村 (独) 海洋研
究開発機構理事ら総勢 50 名が参加、最近の調査分析成果について報告し、活発な意見交換
7
を行った。
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会(政策研ニュース担当: 情報分析課 news@nistep.go.jp)
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